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2008 年 8 月 20 日（水）例会プログラム            表紙 花の説明 

点鐘     

ロータリーソング 

ビジター紹介 

出席報告 

ＳＡＡ報告 

諸報告 

幹事報告 

会長挨拶 

卓話 

ツウンバ交換学生帰国挨拶並びに体験報告 
 

例会報告   Vol.４６  No.６（No.2167）  ８月６日（水）晴れ   (司会北村英明委員長） 

本例会での主な事項 

◇会長挨拶 秋田政夫会長   ◇会員増強・拡大月間に因んで 

                                   地区クラブ奉仕担当カウンセラー 北村 仁様 

ビ ジ タ ー 

米山奨学生  洪 シウォンさん 

誕 生 祝 

 
☆会 員  飯塚三夫会員  松坂興一会員  北村陽太郎会員 

☆配偶者 須藤会員  福田会員  田上会員 

 

幹 事 報 告  （染谷正美幹事） 

週報受理クラブ なし 

例会変更クラブ 稲敷ＲＣ  ８月１４日（木）休会 

  守谷ＲＣ  ８月１５日（金）休会 

 

会 長 挨 拶  秋田政夫会長 

こんにちは。今月は会員増強月間です。本年度もどうぞよろしくご協力をお願いします。ＲＩ，あるいは２８２０
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地区においても年々、退会者が増えてきており、増強が追いつき追い越せな

いのが現状であります。したがって会員減少化に歯止めがかかりません。特

に世界ではアメリカと日本が減少しており、退会についてはいろいろと原因が

考えられますが、クラブとしては常に会員にとって魅力あるクラブ運営に努め

ていかなければならないと思っています。 

本日は、北村パストガバナーから会員増強についての卓話がありますので、

自分自身が常に関心をもっていますクラブづくり「地域総合型スポーツクラブ

づくり」についてのお話をさせていただきます。さて、少子高齢化社会になり、

年々国民医療費が上昇しその額３０兆円を越し、その半分以上は老人医療費が占めています。さらに将来

予測では、日本人の男女平均寿命が２０５０年には平均９０．９１歳になると言われています。特に女性におい

ては９０歳時代になりそうだと言われています。そこで、これから求められるものが「高齢者の主体的、活動的、

健康的な生き方」、アクティブ・シニアと言われ、質の高い長寿社会を楽しむためには、誰もが運動、スポーツ

を定期的に楽しむことであり、健康で生きがいに満ちた高齢者になることが期待されています。その為に、文

部科学省が学校支援と共に地域社会で幼児からお年寄りまでスポーツを楽しめる「地域総合型スポーツクラ

ブの創立」を提示し、２０００年のスポーツ振興基本計画の中では、「全国の市町村で地域総合型スポーツク

ラブを２０１０年までに１つ立ち上げること」と提唱しています。日本におけるスポーツクラブの歴史を遡れば、

一番古いスポーツクラブの創立は神戸と横浜です。共に明治維新の開港により、神戸には、１８７０年（明治３

年）社団法人神戸レガッタ＆アスレチッククラブが創設されました。外国人同士のサッカーやラグビー、野球

の試合が行われました。また当時、英国人貿易商であったＥ・グルームと言うクラブ会員は、休日には六甲山

登山を楽しみながら山間に別荘を建て、やがて１９０１年には、この六甲山に日本最初の神戸ゴルフ倶楽部

を設立しました。そして、これらのスポーツクラブはスポーツ交流だけの楽しみだけではなく、社交場、晩餐会

場としても当時国際交流の役割を果たしました。１９２０年～１９３０年時代が最も活発で、７００人～８００人の

会員を有し、また日本人の異文化交流の場ともなり、大正デモクラシーとしての影響を与えました。すでに

「会員による自主運営と受益者負担のクラブ意識」が徹底されていたのです。現在では、３０％の日本人会員

を有し、多種多様なスポーツ施設を持ち、名のある数々の国際スポーツ大会が開催されてきました。スポー

ツクラブライフはスポーツ活動だけではなく、その後のクラブハウスにおける交流タイムにあり、選手、参加者、

関係者とのお茶やビールを飲みながらの歓談の時間を持つことに文化としての意義がありました。一方、日

本の社会においては、ロータリークラブは別として、今日までに「自分たちが楽しむスポーツを自分たちが運

営する」あるいは｢クラブが自分に何をしてくれるかではなく、自分がクラブに対して何ができるか｣の意識改

革、クラブマネージメントが育ちませんでした。しかし、すでに兵庫県は県内８２７小学校区において、法人県

民税の超過課税分を目的税として総額１０８億円を投じて、２０００年度から地域総合型スポーツクラブ育成事

業に取り組んでいます。その理念は１９９７年に起こった、たいへん悲しい出来事、神戸連続殺傷事件やワー

スト全国１位の中学生不登校率の問題から、「子供が危ない」と言った危惧があり、スポーツによって子供を

育てるには地域総合型スポーツクラブ創立が不可欠」と言う強い信念のもと、家庭の教育力が低下し、地域

社会の人間関係が希薄化した今日、地域住民自ら自主運営する地域総合型クラブは日本各地に広がりつ

つ期待はさらに大きくなって行くものと思います。 

 

会員増強・拡大月間に因んで     地区クラブ奉仕担当カウンセラー 北村 仁様 

８月は会員増強及び拡大月間であります、年度開始早の時期にこのテー

マガ設定された事は、ＲＩが如何にこの強調事項に対して重要視している

かが推測されます。我々にとりましたも組織を維持、発展させていく為には

大変重要な課題であります。 

１９０５年米国シカゴにおいて僅か４名の会合から始まり、ポール・ハリスの

優れた１滴の思想がシェルドンを始め、チェイス・ペリー、アーチ・クランフ、

エドガー・アレンなど優れた指導者、思想家を迎えてモザイク模様の様に

形成され、１００年を越えて、２００以上の国と地域に広がり、１２０万人の会

員を擁する団体に発展し、現在に至っております。 
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国内におきましては、会員数は年度末に向けてやや増加に転じたとの報道もありましたが、当地区では一時

期３０００名の会員を数えましたが、現在２３００余名と１８％減少をしております。様々な要因があるとは思わ

れますが、日本経済の衰退だけでなく入会後ロータリーの魅力を見出せないまま、会を去っていかれた人々

も少なくありません、退会防止は常に心がけなくてはならない課題であります。 

また、入会の可能性のある人々にロータリーの魅力を語り共に会員として迎えることは大変重要な事です。そ

れには、ロータリアン自身がロータリーの魅力を実感しなければなりません。 

然らば、ロータリーの魅力とは何でしょうか、それに接しないうちに会を去っていかねばならないのは誠に残

念であります。ロータリー・ライフの基本は例会出席にあります。 

何故、毎週ロータリークラブの例会をするかという意味を真剣に考える必要があります。ロータリーは必ず毎

週一回の例会に出席して、良質な人々との接触を通してお互いに奉仕の心を磨きあう、これがロータリーの

基本的な考え方であります。奉仕理念の研鑽と奉仕活動の実践とのバランスを保つ事が大切です、最初に

あるのは奉仕理念なのです、奉仕理念をしっかり理解した上で、行動する事が大切であり、決してその順番

を間違ってはなりません。 

ロータリーは口先だけの理屈ではなく、行動が伴わなければなりません。往々にして理屈だけ、口先だけで

行動しない、これでは駄目なのです。ＷＣＳでも、国際交流や国際親善のプロジェクトでも、機会を見つけて

積極的に参加する事が大切です。 

「あなたの心に触れたのは誰ですか」この言葉を思い出します、皆さんが此処に座られてロータリーを満喫出

来るのは誰のお蔭ですか、貴方をロータリーに紹介してくれた人、そして会に迎え入れ同志として暖かく接し

てくれた人々です。そうして私たちはロータリアンとして成長しました。 

今度は我々の番です、シェアーしましょう、分かち合いの心です、我々がロータリーで受けた様々な感動、喜

び、奉仕の心を地域の人々と分かち合って頂きたく思います、そして１人でも多くの奉仕の心を受け入れられ

る人々がロータリーの仲間となって、共に奉仕の輪を広げていく事が求められています。 

廣瀬ガバナーは各クラブ純増１名を提唱されております、我々自身が職業人としてその品格を高めると共に、

ポリオ、貧困、飢餓、識字率向上等、ロータリーが手を差し伸べなければならない奉仕は世界中にあります。

会員基盤を強化し、秋田年度の目標を皆様と共に達成したいと思います。 

 

出 席 報 告 （青木清人副委員長） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜暇 メーク 出 席 率 
５０名 ３７名 １３名 ０名 ０名 ７４．００％ 

 

ニコニコボックス（横山 修ＳＡＡ）                  入金計 ￥50,000   累計 ￥481,000  

誕生祝御礼≪会員≫飯塚・松坂・北村（陽） 各会員 ≪配偶者≫須藤・福田・田上 各会員 

いよいよ北京オリンピック、寝不足に注意。  染谷（正）会員 

松村会員、司会の代打ありがとうございました。 北村（英）会員 

８月は会員増強・拡大月間です。そこで、本日地区クラブ奉仕担当カウンセラー 北村ＰＧの卓話となってお

りますので、宜しくお願い致します。  島田会員 

立秋間近とはいえ、暑い日が続きます。  熊谷会員 

禁煙中です。  大塚・松村 各会員 

地区大会誌に親子で写真が載っていました。  石塚（克）会員 

例会欠席しました。  福谷・小島 各会員 

早退します。  小島会員 

洪さん、暑い中よくおいで下さいました。  横山会員 

 

会 報 委 員 会   青 木 正 弘 委 員 長   須 藤 義 定 副 委 員 長 


